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学 習

授 業 の

到 達 目 標

課題 に対 する

フィードバック

テ キ ス ト

本授業は、テキストを使用せず、適宜関係資料の配布、スライド、ビデオなどを使用しながら進めていく。

参 考 書

適宜授業で紹介する。

備 考

①他コース履修は、許可しない。
②期末レポート（課題発表）が未定出で評価が「不可」となった学生の再試験の受験は認めないこととする。

評価方法・基準

①授業への参加度、小テスト・ミニレポー
ト、グループワーク等（50%）、②期末課題
レポートと発表（50％）で算出する。

課題発表②

課題発表①

毎週授業のテーマに関連する事項について書籍、論文又はインターネット等を利用して調べる等必ず予習をしてから授
業に臨むこと。また、復習は必ず毎週１時間程度行い、次の授業の時にきちんと前回の内容が理解できているようにし
ておくこと。

① 観光の概念や構造等について理解できる。
② ヨーロッパ等の観光の歴史を踏まえ、近代観光が出現した経緯について説明できる。
③ 観光関連事業の形態及び観光の形態について説明できる。
④ 上記①～③を踏まえて、観光学についての基礎的な知識を身につける。

課題などのフィードバックに関しては、授業毎に適宜行
う。

授 業 計 画
観光交通事業①：鉄道事業やバス事業をもとに観光交通事業について考える

観光交通事業②：航空事業をもとに観光交通事業について考える

本授業は、観光学についての基礎的な知識を身につけることを目的としている。具体的には、①普段何気なく使用さ
れている「観光」の概念や構造、②世界の観光の歴史を踏まえ、近代観光が出現した経緯について学ぶ。それを踏ま
え、観光関連事業の形態や観光の形態について学ぶ事で、各観光事業の特性や観光の形態に関する知識を身につけ、多
角的な面から観光に関する基礎的な知識が身につくように授業を行って行く。

卒業認定(学習成果)との関連 ①,③,④,⑤,⑥

オリエンテーション：授業の進め方、目的、到達目標、評価方法等の説明

観光とは：観光の概念、意義及び構造等をもとに観光について考える

観光施設事業：博物館やテーマパーク等をもとに観光施設事業について考える

観光と観光資源①：世界遺産と観光

観光と観光資源③：コンテンツツーリズムと観光

観光の歴史①：世界における観光の歴史

観光の歴史②：日本における観光の歴史

観光とサービス：観光の観点からサービスについて考える

旅行事業：旅行業の業務内容や特徴等をもとに旅行事業について考える

宿泊事業：宿泊業の形態等をもとに宿泊事業について考える

観光と観光資源②：ダークツーリズムと観光

（ ）

実務経験教員担当

Tourism Outline

有　・　無 アクティブラーニング 有　・　無

グローバル・
コミュニケーション

呉　海鍾 ホテル・観光 （○） 大学編入

観光概論 オフィス情報

（ ）（ ） 医療事務・医療秘書

（ ）ビジネス・キャリア （ ）


